
【取組内容①】 単元のゴールに向け、個々の学びを交流する工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

４年国語「二つの広告を読みくらべよう」
同じ商品の二つの広告を読み比べて、意図や目的による表現の工夫や効果の違いを読み取ることができる。

1 単元のゴールをつかむ。

単元のゴールを身近な広告の工夫
を見つけ、紹介する言語活動に設
定。それをつかませるために、以
下のアプリを使って教師がモデル
を示す。そのことで、ゴールに向
けて主体的に学習に取り組み出す。
※アプリ：写真に口をつけ、録音
することができる。まるで広告自
体が話しているように見える。

３ 自分が選んだ広告の工夫を探す２ 広告の工夫を学ぶ。

同じ広告（体温計）を比べ、
共通点や相違点をベン図（タ
ブレット）まとめたことをグ
ループや全体で交流。

自分が選んだ広告について、目的
や相手を踏まえ、どのような工夫
があるのかを探し、まとめる。
・キャッチコピー、写真、色、
レイアウト等

広
告
に
ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
の
か
？

学
ん
だ
工
夫
を
活
か
す

個
々
の
学
び
を
交
流

各自で選んだ広告で見つけた工夫について、適宜、交流しな
がら学び合う。「〇〇だと思うけど、どうかな？」
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